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会社名 株式会社システムサポート（略称 STS）

本社所在地 石川県金沢市本町1-５-2 リファーレ9F

設立 1980年1月

上場市場 東京証券取引所 プライム市場（証券コード：4396）

資本金 7億23百万円

売上高 220億29百万円（2024年6月期・連結）

代表者 代表取締役社長 小清水 良次

社員数 1,484名（2024年6月末現在・連結）

グループ拠点 東京、名古屋、大阪、金沢、アメリカ（シリコンバレー、ニューヨーク、ロサンゼルス、ヒューストン）、カナダ（バンクーバー）

事業概要 ■クラウドインテグレーション事業
クラウドサービス（ServiceNow、Microsoft Azure、AWS、Google Cloud等）の移行・利用に係る技術支援やライセンス等の再販
■システムインテグレーション事業
ERPパッケージの導入・利用に係る技術支援、Oracleデータベース等のインフラ構築、ITシステムのコンサルティング・設計・開発・運用保守
■アウトソーシング事業
当社グループによるプライベートクラウド等のデータセンターサービス、データ分析・入力、ニアショアによるシステム運用保守
■プロダクト事業
当社グループによるプロダクト（ソフトウエア）の開発及び販売、ユーザー企業の用途に応じたカスタマイズ
■海外事業
海外でのシステムインテグレーションや給与・会計業務のアウトソーシング、人材紹介サービス、メディア運営

会社概要
 本社は金沢市に所在、社員や顧客など事業の中心は東名阪
 社員の85％が技術者

金沢 288名

海外
（アメリカ・カナダ）

  13名

名古屋 194名
大阪 218名

東京 771名

地区別社員数（2024年6月末現在・連結）
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日本オラクル(株)とOracle EBSテクニカルパートナー契約を締結

SAPジャパン(株)とSAPサービス・パートナー契約を締結

Microsoft Cloud PlatformでSilverコンピテンシー認定

ServiceNow Nederland B.V. とパートナー基本契約を締結

アマゾンジャパン(株)とAPNコンサルティングパートナー契約を締結

Microsoft Cloud PlatformでGoldコンピテンシー認定

Google Cloud Japan G.K とパートナー契約を締結

Automation Anywhere, Inc. と業務委託基本契約を締結

（百万円）

Celonis(株) とパートナー契約を締結

会社概要-売上高の推移と沿革

●石川県金沢市に(株)システムサポート設立
●名古屋営業所開設

●東京営業所開設

●(株)イーネットソリューションズを出資設立

●(株)T4Cの株式を取得し子会社化

●米国カリフォルニア州に
STS Innovation, Inc. を出資設立

●カナダにSTS Innovation 
Canada Inc. を出資設立

●東証マザーズ上場
●東証一部上場●(株)STSメディックを出資設立

●(株)アクロスソリューションズの株式を
取得し子会社化

* 売上高は2016年6月期以降は連結、それ以前は非連結

●大阪支店開設
●東証プライム移行

●(株)STSデジタルを出資設立

クラウドをはじめとした技術者の育成に投資し、グローバルITベンダーの
サービスを国内に積極展開する戦略によって高成長を継続

●STS Innovation, 
Inc. がMultiNet
International Inc. 
の全ての事業を譲受
●(株)コミュニケーション・プ
ランニングの全ての株式
を取得し子会社化
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2025年6月期第1四半期決算概要および2025年6月期 業績予想

Contents
1．決算ハイライト

  2．2025年6月期通期業績予想（連結）

  3．事業セグメントについて

4. セグメント別売上高・利益（連結）

5. 人材戦略
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決算ハイライト 2025年6月期第1四半期 売上高・利益（連結）

単位：百万円

‘23年6月期
第1四半期（累計）

‘24年6月期
第1四半期（累計）

‘25年6月期
第1四半期（累計）

増減差異
（前年同期比）

増減比率
（前年同期比） 説明

売上高 4,404 5,034 6,154 +1,120 +22.3% • クラウドインテグレーション事業を中心に
順調に推移

売上総利益 1,185 (26.9%) 1,399 (27.8%) 1,643 (26.7%) +243 +17.4%
• 高収益案件が多かった前年同期と比
較し、売上構成の変化等の影響も受
け売上総利益率は若干減少したが、
各案件の進捗は順調でトラブル等は発
生していない

• 各段階利益は期初計画比で若干の
未達となったが、上半期・通期では概ね
達成する見込み

営業利益 304 (6.9%) 399 (7.9%) 436 (7.1%) +36 +9.0%

経常利益 309 (7.0%) 404 (8.0%) 406 (6.6%) +2 +0.7%
• 営業外費用で、アメリカで実施した

M&A関連等の為替差損（43百万
円）を一時的な費用として計上

親会社株主に
帰属する当期純利益 205 (4.7%) 282 (5.6%) 247 (4.0%) -35 -12.4%

• 前年同期は確定拠出年金制度移行
に伴う特別利益（22百万円）を計上
したが、今期は同様の利益は発生なし

※（ ）内は利益率

売上高はクラウドインテグレーション事業が引き続き好調で順調に着地
売上高・利益ともに、上半期および通期の期初計画を概ね達成する見込み
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売上高 営業利益

2025年6月期 通期業績予想（連結）

‘23年6月期 ‘24年6月期 ‘25年6月期
(予想)

増減比率
（前期比）

売上高 19,267 22,029 26,087 ＋18.4%

営業利益 1,456 1,670 2,115 ＋26.6%

経常利益 1,465 1,743 2,106 +20.8%

親会社株主に
帰属する
当期純利益

1,009 1,224 1,444 +18.0%

年
間
配
当
金

中間配当 15円 18円 24円 -

期末配当 17円 22円 24円 -

合計 32円 40円 48円 -

単位：百万円
■ 売上高・営業利益（連結）

単位：百万円
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事業セグメントについて

■ クラウドインテグレーション事業 ■ システムインテグレーション事業
■ アウトソーシング事業 ■ プロダクト事業 ■ 海外事業

クラウドインテグレーション事業
当社グループの成長をけん引する最重要事業。市場の伸びを追
い風とし、AI等の新規領域拡大および既存事業の伸長に積極
的に投資するとともに、リセールによりストック型収益を確保

システムインテグレーション事業
安定事業として売上・利益を着実に確保。また当事業の多様な
サービスラインアップを他事業の顧客にも提供することで受注を後
押しするとともに、当事業の技術者のクラウド分野へのスキルチェ
ンジを図り、グループ全体の高成長に貢献

アウトソーシング事業
自社データセンターが中心であり、ストック型収益の積み上げによ
り安定的に売上・利益を拡大

プロダクト事業
ライセンス等のストック型収益を着実に積み上げ、高利益率かつ
安定した収益構造を拡大

海外事業
北米での最先端IT情報のリサーチに加え、当事業単独で確実に
利益を生み出す体制を強化

＊1 売上高は外部顧客への売上高です。 ＊2 営業利益は、連結財務諸表の営業利益と調整後の数値です。

■売上高（連結） ＊1 ■営業利益（連結）＊2
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クラウド基盤
（Google Cloud）関連

クラウド基盤
（Microsoft Azure）関連

クラウド基盤（AWS）関連

ServiceNow関連

当事業売上高に対する
ストック（リセール）比率

■営業利益・利益率
（セグメント利益・利益率＊3）
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セグメント利益 セグメント利益率

クラウドインテグレーション事業
• DXを追い風に引き続き需要は強く、また採用や社内での育成によってサービス提供体制強化も着実に進
んでいることから、売上・利益ともに順調に進捗

• サービス構成の変化（リセール増加やライセンス販売発生等）が売上総利益率に影響
• ServiceNowはエンドユーザからの順調な受注および体制強化、AWSはリセールの着実な積み上げが奏功
し、高成長を実現

• Microsoftの生成AIであるAzure OpenAI関連や、Oracle Cloud Infrastructure関連なども大きく伸び、
サービス範囲を順調に拡大

■売上総利益・利益率＊2

2025年6月期第1四半期 セグメント別売上高・利益（連結）

単位：百万円

＊1 売上高は外部顧客への売上高です。  ＊2 セグメント別の売上総利益は、連結財務諸表の売上総利益と調整を行う前の数値です。 ＊3 セグメント利益は、連結財務諸表の営業利益と調整を行う前の数値です。

+36.7％

■売上高＊1 単位：百万円

クラウドインテグレーション事業
クラウドサービス（ServiceNow、
Microsoft Azure、AWS、
Google Cloud等）の移行・利
用に係る技術支援やライセンス
等の再販

単位：百万円

+41.4％

セグメント別売上高
構成比

（’25/6期1Q累計）

+44.6％
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■当社の強み
マルチクラウド対応
国内で主力のクラウド基盤サービスであるAWS、Microsoft Azure、Google Cloudそ
れぞれの実績が豊富で、マルチクラウドにも対応

クラウド専業ではなく、インフラ以外のレイヤーも幅広く実施
ITインフラのクラウド移行はもちろん、長年のアプリケーション開発、データベース構築等
のさまざまな経験によって、ITシステム全体の刷新等も一貫して実施可能

新サービスにいち早く対応できる研究開発体制
各クラウド基盤で次々と生まれる新サービスについて、顧客ニーズと当社の強みが一致
する分野で集中的に研究開発を行い、技術支援提供までいち早くつなげられる体制

クラウドインテグレーション事業詳細① クラウド基盤（AWS、Microsoft Azure、Google Cloud）移行・利用支援

*2022年6月期の各四半期の売上高について、2023年6月期1Qの決算補足説明資料記載の数値に対し軽微な修正が入っております。

前年同期比
+54.2％

単位：百万円

■当事業売上高のうち、リセールの売上高

リセールの着実な積み上げが
当事業の高成長を支える構造

ServiceNow

その他

ストック
（リセール）

移行・
利用支援

■クラウド基盤移行・利用支援の流れ

提案・設計
 ▼ 
移行・利用支援
（クラウド環境構築）
 ▼
（納品）
 ▼ 
運用・監視代行、
リセール

クラウド
移行・

利用開始まで

主な当社サービス

クラウド
移行・

利用開始後

顧客
（クラウド基盤サービス

利用企業）

クラウド基盤サービス（AWS、
Microsoft Azure、Google 

Cloud）提供企業

当社

サービス
提供

利用料
支払い 利用料

支払い

• クラウドサービスの
再販（リセール）

• サポートサービス
• 請求代行

リセールはデータ利用量に応じた従量課金による売上が中心で、
顧客のデータ利用量が増加すると当社の売上も増加する。これに
より当社は人手をかけずにストック型収益を確保することが可能。

リセールの概要

パートナー
契約

• 国内で主力のクラウド基盤サービスであ
るAWS、Microsoft Azure、Google 
Cloudの移行・利用支援等

• 移行後はクラウドサービスの再販（リ
セール）によって、人手がかからないス
トック型収益を確保

クラウドインテグレーション事業
売上高構成比

クラウド基盤移行・
利用支援等
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ServiceNow
導入・利用支援

クラウド基盤移行・利用支援等
（AWS、Microsoft Azure、Google Cloud）
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※

クラウドインテグレーション事業詳細② ServiceNow導入・利用支援

＊1 米国ServiceNow, Inc.のServiceNowパートナープログラムより
＊2 ServiceNow Japanホームページより（2024年7月5日時点 対象資格：CTA、CSA、CAD、CAS-PA、CIS、Developer Core Skills、Suite (Pro)）
＊3 対象資格：22年9月末まではCIS、CAD、CAS、CTA、23年5月からはCTA、CSA、CAD、CAS-PA、CIS、Developer Core Skills、Suite (Pro)

84 144 176 187
320 353 386 375 439

'21年
6月末

'22年
1月15日

'22年
6月末

'22年
9月末

'23年
5月2日

'23年
7月末

'23年
11月2日

'24年
2月29日

'24年
7月5日

23年5月分より
対象資格が変更

単位：件

■ ServiceNow関連の売上高

単位：百万円

※2022年6月期の各四半期の売上高について、2023年6月期1Qの決算補足説明資
料記載の数値に対し軽微な修正が入っておりますが、通期の額は修正ありません。

売上高：
前年同期比

+43.9％

技術者が希少な
分野のため
高利益率を維持
売上総利益率

‘24/6 1Q：39.2%
‘25/6 1Q：37.2％

クラウドインテグレーション事業
売上高構成比

• ITサービスマネジメントクラウドサービスであ
る「ServiceNow」の導入・利用支援

• 当社でのサービス提供開始から約10年間
で蓄積されたノウハウと体制が強み
（2017年に 国内企業初「Bronze Services Partner」*1認定）

Registered

Specialist

Premier

Global Elite（アクセン
チュア、デロイトトーマツ等）、
Elite（当社、富士通等）

富士通, 975 

アクセンチュア, 669 

当社, 439 デロイトトーマツ, 345 

エクシオ・デジタルソリューションズ, 295 

その他, 5,081 

■国内のServiceNow認定構築資格取得数*2

当社のServiceNow認定構築資格取得数推移*3

その他

■ServiceNow国内主要パートナー企業*1

コンサルティング

■当社の強み

デリバリー（開発） 運用

• 開発フェーズを中心とした150名超の体制で、東京に加えて
名古屋・大阪・金沢もカバー

• ServiceNowのベースであるITSMだけでなくITOM等の広い
領域に対応

• コンサルティングフェーズはコンサルファーム等との協業も実施
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システムインテグレーション事業
• 当事業からクラウドインテグレーション事業へ技術者のシフトが進んでいる影響はあるものの、
当社グループが強みとするERP（SAP）関連を中心にM&Aの効果もあり好調に推移

• セグメント利益減少は販管費の配賦の影響が主要因であり、当事業の収益力に大きな減
少は発生していないものと判断
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'22/6期
 1Q(累計)

'23/6期
 1Q(累計)

'24/6期
 1Q(累計)

'25/6期
 1Q(累計)

セグメント利益 セグメント利益率

681 759 794 947 

448 500 405 
443 

1,379 
1,442 1,627 

1,731 

2,509 
2,703 2,827 

3,122 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

'22/6期
 1Q(累計)

'23/6期
 1Q(累計)

'24/6期
 1Q(累計)

'25/6期
 1Q(累計)

ITシステム開発

データベース関連

ERP関連

2025年6月期第1四半期 セグメント別売上高・利益（連結）

+10.4％
本社経費等の共通の販管費は各
セグメントの発生原価に応じて按分
し配賦しているため、当該販管費、
および当事業の原価の増加の影響
を受け、セグメント利益が減少

＊1 売上高は外部顧客への売上高です。  ＊2 セグメント別の売上総利益は、連結財務諸表の売上総利益と調整を行う前の数値です。 ＊3 セグメント利益は、連結財務諸表の営業利益と調整を行う前の数値です。

■売上総利益・利益率＊2

単位：百万円

■売上高＊1
単位：百万円

単位：百万円

■営業利益・利益率
（セグメント利益・利益率＊3）

+8.3％

-96.2％

34.5%

50.7%

9.6%
3.4%

1.8%

セグメント別売上高
構成比

（’25/6期1Q累計）

システムインテグレーション事業
ERPパッケージの導入・利用に
係る技術支援、Oracleデータ
ベース等のインフラ構築、ITシス
テムのコンサルティング・設計・開
発・運用保守
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117 
140 

182 178

31.1% 31.3%
35.3%

30.4%
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100.0%
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'22/6期
 1Q(累計)

'23/6期
 1Q(累計)

'24/6期
 1Q(累計)

'25/6期
 1Q(累計)

売上総利益 売上総利益率

46 
51 

88 

61

12.2% 11.5%
17.2%

10.5%

0.0%
10.0%
20.0%
30.0%
40.0%
50.0%
60.0%
70.0%
80.0%
90.0%
100.0%

0

20

40
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100

120

'22/6期
 1Q(累計)

'23/6期
 1Q(累計)

'24/6期
 1Q(累計)

'25/6期
 1Q(累計)

セグメント利益 セグメント利益率

アウトソーシング事業
• 売上高は、データセンター関連の月額利用料等のストック型収益の積み上げや顧客の
利用業務拡大に伴う1社あたり利用料の上昇、金沢でのニアショア（SAP ERP保守
等）の体制強化等によって着実に増加

• 売上総利益減少はデータセンターの顧客獲得を目的とした利用開始時のシステム構
築業務増加、セグメント利益減少は販管費の配賦の影響がそれぞれ主要因

303 
365 400 

451

75 

82 
115 

136 

379 
448 

516 

587 

0

100

200

300

400

500

600

700

800

'22/6期
 1Q(累計)

'23/6期
 1Q(累計)

'24/6期
 1Q(累計)

'25/6期
 1Q(累計)

2025年6月期第1四半期 セグメント別売上高・利益（連結）

■ ニアショア、
データ分析・
入力等

■ データセンター
関連

＊1 売上高は外部顧客への売上高です。  ＊2 セグメント別の売上総利益は、連結財務諸表の売上総利益と調整を行う前の数値です。 ＊3 セグメント利益は、連結財務諸表の営業利益と調整を行う前の数値です。

■売上総利益・利益率＊2

単位：百万円

■売上高＊1 単位：百万円

単位：百万円

■営業利益・利益率
（セグメント利益・利益率＊3）

■アウトソーシング事業の売上高の
うち、ストック売上高の推移

278 309 340 376

283 319 345

293 
326 

355
302 

338 
3681,157 

1,294 
1,410 

'22/6 '23/6 '24/6 '25/6

1Q 2Q 3Q 4Q

単位：百万円

前年
同期比
+10.6%

+13.9％ -1.9％
-30.7％

34.5%

50.7%

9.6%
3.4%

1.8%

セグメント別売上高
構成比

（’25/6期1Q累計）

アウトソーシング事業
当社グループによるプライベートク
ラウド等のデータセンターサービス、
データ分析・入力、ニアショアによ
るシステム運用保守
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65.4% 63.0%
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 1Q(累計)

売上総利益 売上総利益率

23 

39 
35 

46

17.2%

24.3%
20.6% 22.5%

0.0%
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0
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 1Q(累計)

'24/6期
 1Q(累計)

'25/6期
 1Q(累計)

セグメント利益 セグメント利益率

プロダクト事業
• ライセンス料等のストック型収益は着実に積み重なっており、今後も増加が見込める
• 大型のカスタマイズ案件獲得の影響で、売上および利益が増加し、売上総利益率は低
下

2025年6月期第1四半期 セグメント別売上高・利益（連結）

＊1 売上高は外部顧客への売上高です。  ＊2 セグメント別の売上総利益は、連結財務諸表の売上総利益と調整を行う前の数値です。 ＊3 セグメント利益は、連結財務諸表の営業利益と調整を行う前の数値です。

■売上総利益・利益率＊2

単位：百万円

■売上高＊1

単位：百万円

単位：百万円

■営業利益・利益率
（セグメント利益・利益率＊3）

82 95 109 119

89 100 114
89 

98 
109

89 
102 

113350 
396 

446

'22/6 '23/6 '24/6 '25/6

1Q 2Q 3Q 4Q

■プロダクト事業の売上高のうち、
ストック売上高の推移

単位：百万円

前年
同期比
+9.4%

+15.8％ +31.0％

34.5%

50.7%

9.6%
3.4%

1.8%

セグメント別売上高
構成比

（’25/6期1Q累計）

プロダクト事業
当社グループによるプロダクト
（ソフトウエア）の開発及び販
売、ユーザー企業の用途に応じ
たカスタマイズ

+20.2％

40
56 57 67

53
52 58

6112
19 16
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19
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136

164
173

208
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'22/6期
 1Q(累計)

'23/6期
 1Q(累計)

'24/6期
 1Q(累計)

'25/6期
 1Q(累計)

その他
就業役者
SHIFTEE
MOS

建て役者
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セグメント利益 セグメント利益率
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売上総利益 売上総利益率

2025年6月期第1四半期 セグメント別売上高・利益（連結）

＊1 売上高は外部顧客への売上高です。  ＊2 セグメント別の売上総利益は、連結財務諸表の売上総利益と調整を行う前の数値です。 ＊3 セグメント利益は、連結財務諸表の営業利益と調整を行う前の数値です。

■売上総利益・利益率＊2

単位：百万円

■売上高＊1
単位：百万円

単位：百万円

■営業利益・利益率
（セグメント利益・利益率＊3）

海外事業
• 2024年7月実施の事業譲受によりシステムインテグレーションが大幅に増加
• 上記による売上構成の変化が利益率に影響
• 当事業単独で収益を得られる体制を着実に拡大

+129.2％ +43.6％
-21.0％

34.5%

50.7%

9.6%
3.4%

1.8%

セグメント別売上高
構成比

（’25/6期1Q累計）

海外事業
海外でのシステムインテグレー
ションや給与・会計業務のアウト
ソーシング、人材紹介サービス、
メディア運営
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当社グループは人材を事業成長の源泉と位置付け、教育制度の拡充と採用活動への積極的な取り組
みを行っています。

社員数の推移（連結）

157 163 177 194 214 230 

799 

876 949 1,039 

1,134 
1,254 

956 
1,039 

1,126 
1,233 

1,348 
1,484 

8.1% 7.7%
5.9%

4.9% 5.4%
6.4%

11.8%

9.6% 9.2% 9.1%

11.9%
12.8%
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'19/6 '20/6 '21/6 '22/6 '23/6 '24/6

営業・管理など 技術 退職率 情報通信業界退職率

人材戦略

‘22年6月期 ‘23年6月期 ‘24年6月期 ’25年6月期

新卒採用
（連結） 70名 85名 106名 135名

（内定者数）

キャリア採用
（連結） 83名 100名 120名 122名

（計画）

退職率
（連結） 4.9% 5.4% 6.4% -

平均年齢
（単体） 35.4歳 35.1歳 34.8歳 -

単位：名

＊

＊ 出所：厚生労働省 雇用動向調査の産業別離職率

積極的な人員の採用と充実した育成体制の両立を目指し、
計画的に毎年10％弱の人員増を継続
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セグメント別成長戦略 - 全体像

収益性

成長性 ※円の大きさは売上額
当社グループの成長をけん引する最
重要事業。市場の伸びを追い風とし、
AI等の新規領域拡大および既存事
業の伸長に積極的に投資するとともに、
リセールによりストック型収益を確保

ライセンス等のストック型収益を
着実に積み上げ、高利益率か
つ安定した収益構造を拡大

北米での最先端IT情報のリサー
チに加え、当事業単独で確実に
利益を生み出す体制を強化

自社データセンターが中心であり、
ストック型収益の積み上げにより
安定的に売上・利益を拡大

安定事業として売上・利益を着実に確保。また当事業の多
様なサービスラインアップを他事業の顧客にも提供することで
受注を後押しするとともに、当事業の技術者のクラウド分野
へのスキルチェンジを図り、グループ全体の高成長に貢献

クラウドインテグレーション事業

アウトソーシング事業
プロダクト事業

海外事業

システムインテグレーション事業
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セグメント別成長戦略（クラウドインテグレーション事業）

グローバルITベンダーから技術資格の
受賞や認定の実績を積み、関係を強化

クラウド関連の技術者育成に積極的に投資

受注の拡大

グローバルIT
ベンダーとの
関係強化

技術者育成・
ノウハウ蓄積

クラウド関連の技術者育成が受注の拡大
につながり、市場の成長によりさらに当社
ビジネスが成長

グローバルITベンダーから顧
客紹介を受け受注を確保

事業概要：クラウドサービス（ServiceNow、Microsoft Azure、AWS、Google Cloud等）の移行・利用に
 係る技術支援やライセンス等の再販（リセール）

1 対応領域拡大
AI関連や海外の新サービスをいち早く日本市場で展開させるための投資を行い、対応サービス
の領域を拡大

2 既存事業の伸張
本事業の主力であるAWS、Microsoft Azure、Google CloudおよびServiceNowを中心に、
技術者の採用・育成を進めるとともに、顧客の利便性をより高め、また当社グループの生産性
を向上させるための独自サービスの開発を強化、他のクラウドインテグレータとの差別化を図る。

対応領域拡大および既存事業伸張に注力し受注増を図るとともに、リセールによりストック型収益を確保

3,388 
5,319 

7,217 
29%

31%
35%

0%

20%

40%

60%

80%

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

'22/6 '23/6 '24/6 '25/6
(計画)

'26/6
(計画)

'27/6
(計画)

その他

Google Cloud関連

Microsoft Azure関連

AWS関連

ServiceNow関連

ストック（リセール）売上高比率

■クラウドインテグレーション事業の売上高
単位：百万円
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クラウドインテグレーション事業 補足

*1 出所：株式会社矢野経済研究所「クラウド基盤（IaaS/PaaS）サービス市場に関する調査（2024年）」2024年4月23日発表
*2 「Microsoft Azure への Windows Server と SQL Server の移行」分野で取得 *3 当社社員による受賞
*4 AWSに関する技術的な専門知識とカスタマーサクセスを実証した AWSパートナーネットワーク（APN）のアドバンストおよびプレミアティアパートナーを特定、検証、および推奨するためのプログラム
*5 2007～2020年の受賞

■当事業での主な認定・受賞履歴
Microsoft Azure
・Gold Cloud Platformコンピテンシー認定取得

Microsoft Azureの展開において優れた実績を持つパートナーとして認定
・「Advanced Specialization」取得（2020年）*2

特定のソリューション分野において特に高度な専門性のあるパートナー資格取得
・MVPアワードを5回連続受賞

2017年～2022年にデータプラットフォーム分野で連続受賞*3

・Microsoft Top Partner Engineer Award受賞
2023年にAzure分野で受賞*3

AWS
・AWSコンピテンシープログラム*4でOracleコンピテンシーを取得
・APNパートナーアワード「Rising Star of the Year」受賞（2014年度）

Google Cloud
・Partner Advantage プログラムでデータ分析スペシャライゼーションおよび
アプリケーション開発スペシャライゼーションを取得
・Google Cloud Sell および Service エンゲージメント モデルの
プレミア パートナー認定を取得

Oracle
・Oracle Database関連で14年連続受賞*5

日本オラクル社よりOracle Certification Award 2020など受賞

146 150 158 172 189 207 204 230 249 268 280 300 325 

'22/6
1Q

'22/6
2Q

'22/6
3Q

'22/6
4Q

'23/6
1Q

'23/6
2Q

'23/6
3Q

'23/6
4Q

'24/6
1Q

'24/6
2Q

'24/6
3Q

'24/6
4Q

'25/6
1Q

■当事業の顧客数推移 単位：社

’24/6 1Qと比較し
顧客数 +76社

顧客単価も上昇傾向

これら認定・受賞によって
各ベンダーとの関係を強化、
顧客紹介・受注につなげる

クラウド市場の拡大について
■クラウド基盤サービス（IaaS/PaaS）市場規模推移と予測*1

単位：億円

注1. 事業者売上高ベース 注2. 2024年以降は予測値
注3. 市場規模にSaaS(Software as a Service)は含まない

13,000 
16,100 

19,400 
23,100 

27,400 
32,300 38,000 

'21年 '22年 '23年 '24年
予測

'25年
予測

'26年
予測

'27年
予測

’21年～’27年（予測）

CAGR 19.6%
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事業概要 成長戦略

システム
インテグレー
ション事業

ERPパッケージの導入・利
用に係る技術支援、
Oracleデータベース等のイ
ンフラ構築、ITシステムの
コンサルティング・設計・開
発・運用保守

■既存事業の伸張
本事業の主力であるERP関連、データベース関連、
RPA関連やその他のITシステム開発について、着実に技
術者を採用・育成し受注を確保する
■顧客に多様な選択肢を提供
クラウドインテグレーション事業をはじめとした他事業の顧
客に対しても、アプリケーション開発等の多様なサービスを
提供する
■プロジェクト管理の強化
品質・期間・コスト・リスクコントロールの観点でのプロジェ
クトマネジメントを継続し、不採算案件発生を抑制する
とともに、サービスの品質向上を図る

アウトソーシ
ング事業

当社グループによるプライ
ベートクラウド等のデータ
センターサービス、データ
分析・入力、ニアショアに
よるシステム運用保守

■データセンターの伸張
大手クラウド利用層と異なる顧客をターゲットとし、AI関
連等独自のサービスをフックツールに顧客数および顧客あ
たり利用料の積み上げを図る
■データセンターの継続的な設備増強
金沢と東京にある自社グループのデータセンターについて、
稼働状況に応じて徐々に設備増強を実施し、品質向
上と収益性確保を両立
■ERP関連のニアショアの拡大
SAP ERPを中心としたERP製品の保守について、2027
年に向けてニーズが高まることが見込まれており、金沢地
区でのニアショア要員の育成を進め体制を強化

セグメント別成長戦略

■当事業の売上高と、それに占めるストック売上高
（データセンターの年額および月額利用料）の比率

顧客企業

当事業
クラウド

インテグレーション
事業技術者をクラウド分野に

スキルチェンジ

アプリケーション開発等、当
事業の持つ多様な技術が
クラウドインテグレーション事
業での受注を後押し

直接取引の割合 67.1%*1

顧客のリピート率 85.1%*2

＊1 2023年6月期の当社売上高に占める割合。 ＊2 当社で2022年6月期に売上計上があった顧客のうち、2023年6月期も引き続き売上計上があった顧客数の割合。
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事業概要 成長戦略

プロダクト
事業

当社グループによるプロダク
ト（ソフトウェア）の開発
および販売、カスタマイズ。
クラウド型（月額課金
制）のプロダクトがメイン

■安定した高利益率の維持・向上
ノンカスタマイズでの販売を増加させ、販売増が利益増に結
び付く構造を強化。月額利用料等のストック売上高を積み
上げ、安定して高利益率を確保
■顧客の拡大
新規顧客増加のため代理店等の販路拡大や広告宣伝強
化を行うほか、既存顧客内の利用部門拡大等によるユー
ザー数増を図る
■機能強化
既存プロダクトの機能強化を継続的に行い、導入までの
リードタイム圧縮、他社プロダクトに対する競争力向上を図
る

海外事業 海外（アメリカおよびカナ
ダ）でのシステムインテグ
レーションや給与・会計業
務のアウトソーシング、人
材紹介サービス、メディア
運営

■最先端サービスの日本展開
最先端のIT情報を収集し 有望な事業の国内展開へとつ
なげる
■北米に進出する企業の支援
北米に進出する日本企業のITインフラや人材採用、マーケ
ティングの支援
■アウトソーシングサービス強化
日本と北米の時差を利用した日本企業へのリモート監視
サービスや、在米日本企業へのアウトソーシングサービスを
強化

セグメント別成長戦略

■当事業の売上高と、それに占めるストック売上高
（月額利用料等）の比率

北米に進出する企業の支援、
日本と北米の時差を利用した
リモート監視サービスを提供

在米日本企業に対する
アウトソーシングサービス
をカナダ拠点より提供

★：当社グループ拠点
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事業活動で創出したキャッシュを新領域開拓や事業基盤強化等に投資し、
成長を加速させる

成長投資方針

■ 人材投資（採用関連費用） ■ 人材投資（研修費）  
■ 研究開発費■ M&A関連費用

’22/6~’24/6（累計）

12.8億円

’25/6~’27/6 （計画・累計）

20～24億円程度 各分野での方針
■ 人材投資
人材を事業成長の源泉と位置付け、「多様な人材の積極的な採用および登
用」「人材の育成」を中心に投資（人材戦略は15ページ参照）

■ 研究開発投資
AIやクラウド関連を中心としたサービス開発・強化の検討に注力

■ M&A投資
成長分野でのサービスラインアップおよびリソース拡充のため機動的に実施
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■ 投資関連費用の推移
単位：百万円

■ M&A関連費用
■ 研究開発費
■ 研修費
■ 採用関連費用
― 対売上高構成比
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配当方針
 将来に向けた成長投資や経営体質強化を行いつつ、株主の皆様に対しては、累進配当を継続すると
 ともに、業績や利益水準に応じて配当水準の向上を図ることを利益配分の基本方針としております
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中間配当金 期末配当金

株主還元方針

■ 配当金推移＊ 単位：円

健全な財務基盤

株主還元

成長投資

持続的な利益成長を原資とした
株主還元の拡充

累進配当
業績や利益水
準に応じた配当
水準の向上

＋

＊ 当社は2020年6月1日付で普通株式1株につき2株の割合で株式分割を実施しており、本グラフにおける2019年6月期の数値については遡及修正しております。
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経営理念に基づいたサステナビリティ経営を通じ、社会課題の解決に取り組む

• CO2排出量目標を設定し、さらなる削減
策を実施

• TCFDに沿った開示体制を拡充、CDPに
対しては回答およびスコア向上を目指す

• サステナビリティに関する施策を企画・検討する
サステナビリティ委員会を設置

• 再生可能エネルギー利用によるCO2排出量削
減活動を実施

• サスティナビリティに関する情報開示開始

• 多様な人材の活躍のため、健康経営やダ
イバーシティ・インクルージョン＆エクイティの
取り組みを推進

• DX人材育成による地方ビジネス拡大・経
済活性化を目指し、「Microsoft Base 
Kanazawa」の活動を拡充

• IT技術者の育成
• 多様な人材の雇用、働き方の実現
• 地域コミュニティ・地域行政への貢献

• 改訂コーポレートガバナンス・コードの対応
および質の向上を目指す

• 取締役会の構成は、企業統治の強化お
よび多様性確保に引き続き取り組む

• コーポレート・ガバナンス向上のため、各種委員
会を設置し体制を整備

• 取締役会は、企業統治の強化および多様性
確保を図る構成（10名のうち独立社外取締役が4
名、女性が3名）

サステナビリティ方針

社会への
貢献

価値の共有

顧客
サービス
向上
経営理念

環境

E
社会

S
ガバナンス

G

これまでの取り組み 強化する取り組み
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2025年6月期第1四半期 当社トピックス（2024年7月～2024年9月）
日付 掲題

2024年7月2日 STS Innovation, Inc. がMultiNet International Inc. の全ての事業を譲受

2024年7月3日 飲食店向け食材在庫予測システム「Smart Rabbit」に関する特許を取得

2024年7月9日 システムサポートの建築業向け工事情報管理システム「建て役者」20周年、標準機能を充実させた新モデルにリニューアル、20周年記念キャンペーンを実施

2024年7月26日 株式会社コミュニケーション・プランニングの全ての株式を取得し完全子会社化

2024年7月29日 システムサポート、企業内AIアシスタントチャットシステム Smart Generative Chatの伴走型支援サービス「Smart Assist」提供開始
生成AIの効果的な導入、利用をサポート

2024年8月1日 配当予想の修正（増配）を発表

2024年8月7日 配当方針の変更（累進配当の導入）を発表

2024年8月7日 会社分割による持株会社体制移行に伴う吸収分割契約締結及び定款の一部変更（商号及び事業目的の一部変更等）を発表

2024年8月8日 石川県立いしかわ特別支援学校の生徒を対象にMicrosoft Base KanazawaでMicrosoft Teams のイマーシブ スペースを活用した職場実習を実施

2024年8月9日 システムサポート、Microsoft Base Kanazawaの2周年記念祭を開催

2024年8月14日 自己株式の取得及び自己株式立会外買付取引（ToSTNeT-3）による 自己株式の買付けを発表

2024年8月15日 自己株式立会外買付取引（ToSTNeT-3）による自己株式の取得結果及び 取得終了を発表

2024年8月21日 役員退職慰労金制度の廃止を発表

2024年8月27日 システムサポートのクラウド型シフト管理システム「SHIFTEE」がクラウド人事労務ソフト「SmartHR」と連携し、「SmartHR Plus」に掲載スタート

2024年9月26日 譲渡制限付株式としての自己株式処分の方針を発表
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この資料は投資家の参考に資するため、株式会社システムサポート（以下、当社）の現状をご理解い
ただくことを目的として、当社が作成したものです。

当資料に記載された内容は、現在において一般的に認識されている経済・社会等の情勢および当社が
合理的と判断した一定の前提に基づいて作成されておりますが､経営環境の変化等の事由により､予告
なしに変更される可能性があります。

本発表において提供される資料ならびに情報は、いわゆる「見通し情報」（forward looking 
statements）を含みます。これらは、現在における見込み、予測およびリスクを伴う想定に基づくものであ
り、実質的にこれらの記述とは異なる結果を招き得る不確実性を含んでおります。

それらリスクや不確実性には、一般的な業界ならびに市場の状況、金利、通貨為替変動といった一般的
な国内および国際的な経済状況が含まれます。

免責事項および将来見通しに関する注意事項

本資料についてのお問い合わせ先
株式会社システムサポート 経営企画部 IR担当
TEL：076-265-5151 E-mail：ir@sts-inc.co.jp
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